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編集後記

令和２年度はコロナ禍というパンデミ
ックに、文字通り世界中の人々（pan＝
all, demos＝people）が巻き込まれた一
年でした。休刊を余儀なくされた学術誌
もあると聞く中、本誌は、９編の投稿を
得てここに無事第１５号を発行することが
できました。皆さまのご協力に心より感
謝申し上げます。また、神谷印刷株式会
社様には、度重なる校正にも根気よくお
付き合い下さり、今年度もこのように美
しい装丁の学科報を印刷して下さりまし
たことに対して厚くお礼申し上げます。
小さな学科の学科報ながら、本誌はこ

れまで学科・学部を超えた多くの専任・
兼任の方々に、幅広いジャンルにわたる
論文を投稿していただいて参りました。
今後も、学術誌としての研究倫理を守り
つつ、ジャンル間の交流に寄与して行き
たいと思いますので、次号以降もどうぞ
よろしくお願い申し上げます

（文責：奧田洋子）
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お詫びと訂正

第１４号所収論文「サハリンに関する社会言
語学的研究の動向と展望：方言・言語接触
の観点より」の英文題目に誤りがありまし
た。お詫びして訂正いたします。

《誤》A Review of Sociolinguistic Studies
on Sakhalin : From the Viewpoint of
Dialect and Language Contact

《正》Research Trends in Sociolinguistics
on Sakhalin : A Perspective from
Research on Dialect and Language
Contact


